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学歴
昭 和 2 7 年 3 月
0  3 1 年 3 月
ク  3 4 年 3 月
ガ  3 7 年 3 月
、
生 年 月 日
本 籍 地
所 属
加 藤 正 信 教 授 略 歴
職
昭 和 8 年 Ⅱ 月 2 6 日 生
宮 城 県
文 学 部 , 日 本 語 学 科 , 国 語 学 専 攻 , 現 代 日 本 語 学 講 座
歴
昭 和 3 7 年 4 月 東 北 大 学 文 学 部 ( 国 語 学 講 座 ) 助 手
力  3 9 年 4 打 聖 和 学 園 短 期 大 学 ( 国 文 科 ) 助 教 授
0 4 0 年 4 月 国 立 国 語 研 究 所 ( 地 方 言 語 研 究 室 ) 所 員
0 4 3 年 4 月 東 北 大 学 文 学 部 ( 国 語 学 講 座 ) 助 教 授
教 授0  5 7 年 4 月 同
同 ( 現 代 日 本 語 学 講 座 ) 教 授平 成 2 年 1 2 月
平 成 9 年 3 月 停 年 退 職
平 成 3 年 8 月 北 京 日 本 学 研 究 セ ソ タ ー 客 員 教 授 ( 平 成 4 年 1 月 ま で )
平 成 7 年 3 月 イ ソ ド ネ シ ア 大 学 大 学 院 学 部 ( 日 木 地 域 研 究 科 ) 客 員 教 授 ( 同 年 7 月 ま で )
新 潟 県 立 小 千 谷 高 等 学 校 卒 業
東 北 大 学 文 学 部 文 学 科 ( 国 語 学 専 攻 ) 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 修 士 課 程 ( 国 文 学 国 語 学 専 攻 ) 修 了
博 士 課 程 ( 国 文 学 国 語 学 専 攻 ) 退 学
同
学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等
日 本 文 芸 研 究 会 代 表 委 員 ( 昭 和 6 2 年 6 月 ~ 平 成 2 年 6 月 )
国 語 学 会 理 事 ( 昭 和 6 3 年 5 月 ~ 平 成 6 年 5 月 ) , 同 会 評 議 員 ( 現 在 )
日 本 方 言 研 究 会 世 話 人 ( 現 在 )
日 本 音 声 学 会 評 議 員 ・ 企 画 委 員 ( 現 在 )
日 本 言 語 学 会 委 員 ( 現 在 )
》
?
1.著書・編書等
1966(昭4D-5 国語学要説(佐藤喜代治編,編者・蜂谷清人・飛田良文・
佐藤宣男・鈴木丹士郎・前田富祺と共著)
1967(昭42)-4日本言語地図1(国立国語研究所名による共編著)
1967(昭42)-12日本言語地図2 (国立国語研究所名による共編著)
著 作
1969(昭44)-3
目
1971(昭46)-3
録
1973(昭48)-3
日本言語地図3 (国立国語研究所名による共編著)
大蔵省印刷局
国語表現法(佐藤喜代治編,編者・蒲生芳郎・前田富祺と共著)
朝倉書店
新版国語学要説(佐藤喜代治編,編者・蜂谷清人・飛田良文・
佐藤宣男・鈴木丹士郎・前田富祺と共著) 朝倉書店
日本の言語学6 方言(柴田武・徳川宗賢と共編)1978(昭53)-10
1984(昭59)一Ⅱ
1985(昭6の一2
日本語方言音声のスペクトル分析資料集
(文部省科学研究費特定研究「言語の標準化」資料集)
(今石元久・佐藤和之・三輪譲二・吉田則夫・大橋勝男と共著)
新しい方言研究(『国文学解釈と鑑賞』49-フ,1984-5
臨時増刊号の愛蔵版)
方言に生きる古語<叢書・ことぱの世界>
(佐藤武義・前田富祺と共著) 堂昭=弐
→加藤・佐藤・前田『日本の方言と古語』南雲堂
(1996-4)として再版
漢字の泉(佐藤喜代治・本堂寛・遠藤好英・佐藤武義・
河北新報社松本宙・村上雅孝ほかと共著)
東日本の音声論文編(2)(佐藤和之と共編)(文部省科学研究費
重点領域研究「日本語音声における韻律的特徴の実態とその教育
に関する総合的研究」成果報告書)
続漢字の泉(佐藤喜代治・本堂寛・遠藤好英・佐藤武義・
松本宙・村上雅孝ほかと共著) 河北新報社
朝倉書店
1988(昭63)-8
大蔵省印刷局
1991(平 3 )ーフ
大蔵省印刷局
1992(平 4 )-3
1992(平 4 )ーフ
大修館書店
至文堂
21 9 9 3  ( 平  5  ) - 3
1 9 9 3  ( 平  5  ) ー フ
東 日 本 の 音 声 論 文 編 ( 3 ) 一 主 要 都 市 多 人 数 調 査 ( 札 幌 市 ・ 名 古 屋
市 ) 報 告 一 ( 文 部 省 科 学 研 究 費 重 点 領 域 研 究 「 日 本 語 音 声 に お け
る 韻 律 的 特 徴 の 実 態 と そ の 教 育 に 関 す る 総 合 的 研 究 」 成 果 報 告 書 )
続 々 漢 字 の 泉 ( 佐 藤 喜 代 治 ・ 本 堂 寛 ・ 遠 藤 好 英 ・ 佐 藤 武 義 ・
河 北 新 報 社
松 本 宙 ・ 村 上 雅 孝 ほ か と 共 著 )
東 日 本 の 音 声 論 文 編 ( 4 ) 一 主 要 都 市 多 人 数 調 査 ( 弘 前 市 ・ 仙 台 市 )
報 告 一 ( 文 部 省 科 学 研 究 費 重 点 領 域 研 究 「 日 本 語 音 声 に お け る 韻
律 的 特 徴 の 実 態 と そ の 教 育 に 関 す る 総 合 的 研 究 」 成 果 報 告 書 )
福 島 県 相 馬 地 方 に お け る 方 言 の 共 通 語 化 の 実 態 と そ の 社 会 的 心 理 的 背
景 ( 文 部 省 科 学 研 究 費 一 般 研 究 ( B ) 「 東 北 地 方 に お け る 方 言 の 共
通 語 化 と 属 性 ・ 場 面 ・ 個 性 と の 相 関 関 係 の 研 究 」 成 果 報 告 書 )
1 9 9 5 ( 平  7  ) - 3
1 9 9 5 ( 平  7  ) - 3
文 等
ヨ ム
2
. 五 冊
1 9 5 7 ( 昭 3 2 ) ー フ
1 9 6 2  ( 昭 3 7 ) - 1 0
新 潟 県 方 言 に 船 け る 「 オ 列 長 音 の 開 合 」 ( 大 山 貞 子 と 共 著 )
『 文 化 』  2 1 - 4
→ 『 日 本 の 言 語 学 6  方 言 』 大 修 館 書 店  a 9 7 8 - 1 の ,
『 日 本 列 島 方 言 叢 書 H  北 陸 方 言 考 ① 』 ゆ ま に 書 房
a 9 9 6 - D  に 再 録
新 潟 県 に お け る 奥 羽 的 方 言 語 粂 と 越 後 的 方 言 語 粂 の 地 理 的 接 触 の 状 況
『 文 芸 研 究 』  2 9
に つ い て
新 潟 県 に 粘 け る 東 北 方 言 的 音 韻 と 越 後 方 言 的 音 鵲 の 境 界 地 帯
『 国 語 学 』  3 4
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 Ⅱ 北 陸 方 言 考 ① 』 ゆ ま に 書 房
( 1 9 9 6 - D  に 再 録
方 言 の 実 態 と 共 通 語 化 の 問 題 点 一 新 潟 一
東 条 操 監 修 ・ 遠 藤 嘉 基 他 編 『 方 言 学 講 座 』 2  東 京 堂
佐 渡 方 言 の 長 母 音 仂 口 藤 貞 子 と 共 著 )
『 国 語 学 研 究 』
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 Ⅱ 北 陸 方 言 考 ① 』
ゆ ま に 書 房
a 9 9 6 - D  に 再 録
あ る 方 言 地 図 の 解 釈 一 佐 渡 に お け る 「 ね こ や な ぎ 」 の 言 語 地 理 学 的
考 察 一
『 言 語 研 究 』 4 2
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 H  北 陸 方 言 考 ① 』 ゆ ま に 書 房
a 9 9 6 - D  に 再 録
1 9 認 ( H 召 3 3 ) ー フ
1 9 5 8  ( 昭 3 3 ) - 9
1 9 6 1 ( 昭 3 6 ) - 3
1 9 6 1 ( 昭 3 6 ) - 6
1962 (昭37)-12
1964 (昭39)-11
新潟県方言のウ音便類一非ウ音便との接触を中心としてー
『方言研究年報』 5
→『日本列島方言叢書Ⅱ北陸方言考①』ゆまに書房
a996-D に再録
北奥方言と南奥方言と越後方言の境界
日本方言研究会編『日本の方言区画』東京堂出版
『日本言語地図』から
<砂糖が>あまい・<汁の塩味が>うすいー『言語生活』17フ
下北方言の分布(柴田武・加藤貞子・川本栄一郎・井上史雄と共著)
九学会連合下北調査委員会編
平凡社『下北一自然・文化・社会一』
→『日本列島方言叢書2 東北方言考①』ゆまに書房
(1994-12)に再録
動詞語尾における連母音アウ・オウの音誠
『国語学研究』フ一宮城県方言を中心、にしてー
→『日本列島方言叢書3 東北方言考②』ゆまに書房
a994-12)に再録
「うそ」の地図一「うそをつく」の全国分布一
1966(昭4D -6
1967 (昭42)-3
『人類科学』22
ゆまに書房
1967(昭42)-8
1968(昭43)-4
1969 (昭44)-3
1969(昭44)ーフ
東北方言概論
→『日本列島方言叢書2 東北方言考①』
a994-12)に再録
調査研究の手引き一音韻につしてー
『国文学解釈と鑑賞』34-8臨時増刊号「方言研究のすべて」
利根川流域の音韻(井上史雄と共著)
→『日本列島方言叢書5 関東方言考①』
(1995-6)に再録
変化する郊外のことば一東京の東側一
→『日本列島方言叢書6 関東方言考②』
a995-6)に再録
1970(昭45)-3
1970(昭45)-6
『言語生活』 225
ゆまに書房
『言語生活』 199
『言語生活』 210
ゆまに書房
41 9 7 1 ( 昭 4 6 ) - 3
利 根 川 流 域 の 語 の 分 布 ( 井 上 史 雄 ・ 高 田 誠 ・ 徳 川 宗 賢 と 共 著 )
九 学 会 連 合 利 根 川 流 域 調 査 委 員 会 編
弘 文 堂
『 利 根 川 一 自 然 ・ 文 化 ・ 社 会 一 』
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 5  関 東 方 言 考 ① 』 ゆ ま に 書 房
( 1 9 9 5 - 6 ) に 再 録
三 陸 地 方 南 部 の 言 語 調 査 報 告 ( 佐 藤 喜 代 治 と 共 著 )
『 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 別 巻 8 ・ 9  ( 東 北 文 化 研 究 室 紀
要 1 2  ・  1 3 )
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 3  東 北 方 言 考 ② 』 ゆ ま に 書 房
( 1 9 9 4 - 1 2 ) に 再 録
方 言 間 対 応 に よ る 分 布 処 理
1 9 7 2 ( 昭 4 7 ) - 3
1 9 7 2 ( 昭 4 7 ) - 9
1 9 7 3  ( 昭 4 8 ) - 3
1 9 7 3  ( 昭 4 8 ) - 1 0
国 語 史 と 言 語 地 理 学 一 「 蜻 蛉 」 を 例 と し て ー
1 9 7 4 ( 昭 4 9 ) - 3
社 会 生 活 と 敬 語 一 全 国 方 言 の 敬 語 概 観 一
林 四 郎 ・ 南 不 二 男 編 『 敬 語 講 座 』  6  明 治 書 院
宮 古 島 平 良 市 方 言 に お け る 生 活 時 間 語 粂
『 人 類 科 学 』 2 6
( 柴 田 武 ・ 日 下 部 文 夫 と 共 著 )
→ 時 兪 集 日 本 語 研 究 1 0  方 言 』 有 精 堂 出 版 ( 1 9 8 6 - D に 再 録
青 森 県 東 南 部 ・ 岩 手 県 西 北 部 地 方 の 言 語 調 査 報 告
一 音 韻 ・ フ ク セ ソ ト の 部 一 ( 佐 藤 喜 代 治 と 共 著 )
『 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 別 巻 1 1 ( 東 北 文 化 研 究 室 紀 要 1 5 )
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 2  東 北 方 言 考 ① 』 ゆ ま に 書 房
a 9 9 4 - 1 2 ) に 再 録
現 代 生 活 と 方 言 の 地 位
月 刊 『 言 語 』  3 - フ
→ 『 論 集 日 本 語 研 究 1 0  方 言 』 有 精 堂 出 版 a 9 8 6 - D に 再 録
方 言 の く み た て 一 方 言 の 音 声 と ア ク セ ソ ト
大 石 初 太 郎 ・ 上 村 幸 雄 編 『 方 言 と 標 準 語 一 日 本 語 方 言 学 概 説 一 』
筑 摩 書 房
1 9 7 4 ( 昭 4 9 ) - 3
1 9 7 4 ( 昭 4 9 ) ー フ
1 9 7 5 ( 昭 5 の 一 1
『 国 語 学 研 究 』 Ⅱ
『 文 学 ・ 語 学 』  6 6
1 9 7 5 ( 昭 5 の 一 3市 川 の 方 言
市 川 市 史 編 纂 委 員 会 編 『 市 川 市 史 』 4  市 川
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 6  関 東 方 言 考 ② 』 ゆ ま に 書 房
( 1 9 9 5 - 6 ) に 再 録
市
1975(昭5の一3青森県東南部・岩手県西北部地方の言語調査報告
一文法・語章の部一(佐藤喜代治と共著)
『日本文化研究所研究報告』別巻12(東北文化研究室紀要16)
→『日本列島方言叢書2 東北方言考①』ゆまに書房
a994-12)に再録
宮古方言の親族名と人称詞
九学会連合沖縄調査委員会編 W中縄一自然・文化・社会一』
弘文堂
1976 (昭51)-2
1976(昭5D -6
1976(昭5D -12
江戸時代以降の仙台方言語史一転誠を中心としてー
『佐藤喜代治教授退官記念国語学論集』桜楓社
秋田県南部・山形県庄内地方の言語調査報告(佐藤喜代治と共著)
『国語学研究』 15
→『日本列島方言叢書4 東北方言考③』ゆまに書房
a994-12)に再録
197フ(昭52)-5
明治書院
197フ(昭52)-11 方言区画論
1979 (昭54)-12
東北の方言
1980(昭55)-2
大野晋・柴田武編『岩波講座日本語』Ⅱ
日本における言語地理学の現状と問題点
1980(昭55)-3
言語の変化の地理的・社会的背景
池上二良編『講座言語』2 大修館書店
会津地方の方言調査報告(半沢洋子・佐藤和之と共著)
『日本文化研究所研究報告』別巻17(東北文化研究室紀要21)
→『日本列島方言叢書3 東北方言考②』ゆまに書房
(1994-12)に再録
宮城県北地方の方言調査報告(佐藤和之・小林隆と共著)
『日本文化研究所研究報告』別巻19(東北文化研究室紀要23)
→『日本列島方言叢書3 東北方言考②』ゆまに書房
a994-12)に再録
方言語粂の概説
1982(昭57)-3
1982(昭57)-4
『伝統と現代』 8-3
1982(昭57)-H 現代の隠語
岩波書店
『国語学』Ⅱ9
佐藤喜代治編『講座日本語の語輩』8
佐藤喜代治編『講座日本語の語粂』フ
明治書院
?
61 9 8 3  ( 昭 5 8 ) - 3東 京 に お け る 年 齢 別 音 声 調 査
井 上 史 雄 編 『 < 新 方 言 > と < 言 葉 の 乱 れ > に 関 す る 社 会 言 語 学 的
研 究 一 東 京 ・ 首 都 圏 ・ 山 形 ・ 北 海 道 一 』 ( 文 部 省 科 学 研 究 費 成 果
報 告 書 )
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 7  関 東 方 言 考 ③ 』 ゆ 主 に 書 房
a 9 9 5 - 6 ) に 再 録
山 形 県 最 上 地 方 の 方 言 調 査 報 告 ( 小 林 隆 ・ 遠 藤 仁 と 共 著 )
『 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 別 巻 2 0 ( 東 北 文 化 研 究 室 紀 要 2 4 )
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 4  東 北 方 言 考 ③ 』 ゆ ま に 書 房
a 9 9 4 - 1 2 ) に 再 録
方 言 コ ソ プ レ , ク ス の 現 状
1 9 8 3  ( 昭 5 8 ) - 3
1 9 8 3 ( 昭 5 8 ) - 5
1 9 8 4  ( 昭 5 9 ) - 5
1 9 8 4  ( 昭 5 9 ) - 1 0
方 言 の 現 状 と 新 し い 方 言 学
『 国 文 学 解 釈 と 鑑 賞 』 四 一 7 臨 時 増 刊 号 「 新 し い 方 言 研 究 」
暖 昧 音 調 地 域 に お け る 世 代 別 ア ク セ ソ ト 推 移 の 研 究
一 山 形 県 の 有 ア ク セ ソ ト ・ 無 ア ク セ ソ ト 接 触 地 帯 の 音 相 分 析 一
( 城 戸 健 一 ・ 牧 野 正 三 ・ 佐 藤 和 之 ・ 小 林 隆 と 共 著 )
『 応 用 情 報 学 研 究 年 報 』 1 0 - 1
→ 『 日 本 列 島 方 言 叢 書 4  東 北 方 言 考 ③ 』 ゆ 左 に 書 房
a 9 9 4 - 1 2 ) に 再 録
被 調 査 岩 の 人 数 ・ 条 件 , 質 問 方 法 に よ る 差 一 高 知 市 に お け る 調 査 か ら ー
国 立 国 語 研 究 所 編 『 方 言 の 諸 相 一 「 日 本 言 語 地 図 」
検 証 調 査 報 告 一 』
省 堂
『 下 愚 方 言 娜 通 辞 』 解 題 ・ 翻 刻 ・ 研 究 a ) ( 佐 藤 貴 裕 と 共 著 )
『 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 別 巻 2 3 ( 東 北 文 化 研 究 室 紀 要 2 7 )
方 言 音 声 の 変 容 過 程 の 分 析 に 基 づ く 5 母 音 の 標 準 化 に つ い て
( 今 石 元 久 ・ 三 輪 譲 二 ・ 佐 藤 和 之 ・ 吉 田 則 夫 ・ 大 橋 勝 男 と 共 著 )
文 部 省 科 学 研 究 費 特 定 研 究 「 言 語 の 標 準 化 」 総 括 班 報 告 書
1 9 8 5 ( 昭 6 0 ) - 3
1 9 8 6  ( 昭 6 1 ) - 3
1 9 8 6 ( 昭 6 D  - 3
1 9 8 6  ( 昭 6 1 ) - 5
『 言 語 生 活 』 3 7 フ
1 9 8 6 ( 昭 6 D  - 9
音 韻 概 説
飯 豊 毅 一 ・ 日 野 資 純 ・ 佐 藤 亮 一 編 『 講 座 方 言 学 』  1  国 書 刊 行 会
多 賀 城 市 の 方 言 ( 佐 藤 武 義 と 共 著 )
多 賀 城 市 史 編 纂 委 員 会 編 『 多 賀 城 市 史 』 3
方 言 分 布 か ら 見 た 日 本 語 の 古 層
月 刊 『 言 語 』 1 6 - 7 別 冊 「 日 本 語 の 古 層 」
1 9 8 7 ( 昭 6 2 ) - 6
1988(昭63)-3青森県津軽地方の方言調査報告
(三井はるみ・大西拓一郎・志村文隆と共著)
『日本文化研究所研究報告』別巻25(東北文化研究室紀要29)
→『日本列島方言叢書2 東北方言考①』ゆまに書房
Q994-12)に再録
言語における日本人の公私観念
一文献による語粂調査と水沢市における場面調査からー
(村上雅孝・三井はるみ・田中牧郎・鎌田真俊と共著)
『日本文化研究所研究報告』別巻26(東北文化研究室紀要3ω
方言区画論の歴史
日本方言研究会編『日本方言研究の歩み論文編』角川書店
常用漢字の字数・字種・字体
佐藤喜代治編『漢字講座』Ⅱ明治書院
1989 (平 1)-3
1989 (平 1 )-6
1989 (平 1 )-6
1989 (平 1 )-9
1989(平 1)-9
方言と共通語
1989(平 D-9
7
現代の漢字
1991(平 3 )-3
宮地裕編『講座日本語と日本語教育』 1
現代日本語方言
亀井孝・河野六郎・千野栄一編
『言語学大辞典世界言語編』中
南部・伊達藩境地帯における方言分布調査の報告と考察
(村上雅孝・神戸和昭・斎藤孝滋・武田拓・半沢康と共著)
『日本文化研究所研究報告』別巻28(東北文化研究室紀要32)
助詞から見た各地の方言一北東北方言
『日本語学』 H-6臨時増刊号「方言地図と文法」
福島県小高町に船ける方言の共通語化に関する社会言語学的調査報告
(斎藤孝滋・半沢康・亀田裕見と共著)
『日本文化研究所研究報告』別巻31(東北文化研究室紀要35)
1992(平 4 )-3
1994(平 6 )-3
佐藤喜代治編『漢字講座』10 明治書院
1995(平 7 )-5
1996(平 8 )-6
明治書院
方一
国語学会編『国語学の五十年』
言語調査における研究者と行政のせめぎあい
省堂
武蔵野書院
月刊『言語』 25-6
83 . そ の 他
1 9 6 0  ( E 邵 5 ) - 1 0
1 9 6 1 ( 昭 3 6 ) - 8
1 9 6 2 ( 昭 3 7 ) - 1 0  地 方 新 聞 と 方 言
書 評 平 山 輝 男 編 『 全 国 ア ク セ ソ ト 辞 典 』
1 9 6 4 ( 昭 3 の
学 生 寮 の ス ラ ソ グ
1 9 6 6  ( 昭 4 1 ) - 2
佐 渡 方 言 地 図  1 ~ 3  仂 口 藤 貞 子 と 共 著 )
自 家 版 ( 国 立 国 語 研 究 所 図 書 館 蔵 )
I n t r o d u c t i o n  t o  t h e  L i n g u i s t i c  A t l a s  o f  J a p a n
( 徳 川 宗 賢 と 共 著 ,  W .  A . グ 戸 ー タ ー ス 英 訳 )
1 9 6 6 ( 昭 4 D - 3
1 9 6 6 ( 昭 4 D  - 3
1 9 6 6 ( 昭 4 D  - 3
書 評 広 戸 惇 著 『 中 国 地 方 五 県 言 語 地 図 』
1 9 6 6 ( 昭 4 D  - 6
書 評 山 口 幸 洋 著 『 静 岡 県 本 川 根 方 言 の 文 』
『 文 芸 研 究 』  3 6
1 9 6 7 ( 昭 4 2 ) - 6
書 評 日 野 資 純 ・ 斎 藤 儀 七 郎 編 『 神 奈 川 県 方 言 辞 典 』
『 言 語 生 活 』 Ⅱ 9
1 9 印 ( 昭 4 4 ) - 9
展 望  3 9 ・ 4 0 年 に 船 け る 国 語 学 界 の 展 望 一 方 言 一
『 言 語 生 活 』  1 3 3
発 表 要 旨
1 9 7 0 ( 昭 4 5 ) - 3
書 評 座 談 会 最 近 の 方 言 研 究
( 出 席 者 : 加 藤 正 信 ・ 柴 田 武 ・ 服 部 四 郎 ・ 徳 川 宗 賢 )
『 言 語 生 活 』  2 1 6
動 詞 語 尾 に お け る 連 母 音 a u ・ O U の 音 誠
『 都 立 大 学 方 言 学 会 会 報 』
1 9 7 0 ( 昭 4 5 ) 一 Ⅱ 東 北 東 部 の 方 言
O R B I S
1 9 7 1 ( 昭 4 6 ) - 6
書 評 九 州 方 言 学 会 『 九 州 方 言 の 基 礎 的 研 究 』
『 言 語 生 活 』  1 7 4
X V - 2
1 9 7 1 ( 昭 4 6 ) ー フ
『 言 語 生 活 』  1 7 4
書 評
『 ワ イ ド カ ラ ー 日 本 』 2
山 形 県 方 言 研 究 会 『 山 形 県 方 言 辞 典 』
『 言 語 生 活 』  1 7 4
学 界 展 望 国 語 ( 4 月 1 日 ~ 3 0 印
『 国 語 学 』 儒
1 9
『 国 語 学 』  8 0
世 界 文 化 社
『 国 文 学 解 釈 と 鑑 賞 』 3 6 - 8
『 国 語 学 』  8 5
1972(昭47)-10
1974(昭49)-2
ンソポジウム言語地理学と語史一言語地理学からー
(参加者:加藤正信・佐藤茂・福島邦道)
『日本方言研究会第15回研究発表会発表原稿集』
座談会東北地方の話しことぱ教育から
(出席者:阿部哲郎・工藤武雄・矢作春樹・加藤正信)
『言語生活』 269
特集.諸方に見られる方言研究会活動一東北大学国語学研究室一
『方言研究年報』 17
昭和四十九年度春期国語学会大会シソポジウム記録(ー)
国語史研究の現段階と展望(大塚光信・奥村三雄・加藤正信・
小林芳規・宮地敦子・小松英雄)
『国語学』 99
1974 (昭49)-10
1974 (昭49)ー]2
197フ(昭52)-11
1975(昭50)-5
1975(昭5の一5
座談会ことぱを地図につくる
(出席者:柴田武・徳川宗賢・加藤正信・野元菊雄)
『言語生活』 284
シソポジウムおれわれは何のために方言を研究するか
(参加者:柴田武・日野資純・加藤正信・W. A.グ戸ータース)
『日本方言研究会第20回研究発表会発表原稿集』
1976(昭5D-8
9
197フ(昭52)-1
展望一国語学一
国立国語研究所編『国語年鑑昭和51年版』秀英出版
解説越後方言と南奥,北奥方言との境界・東蒲原郡の方言・南蒲原
郡の方言・新潟,福島接境域の方言ほか
『新潟県大百科事典』新潟日報事業社
書評藤原与一著『瀬戸内海言語図巻』197フ(昭52)-10
『国語と国文学』 54-10
編集および解説執筆(言語単位・言語調査法・国語研究法・音節・音
素・モーラ・母音・子音・現代語調査法・共通語・共通語化・方
.方言学・方言調査法・方言区画論・方言と古語・全国方言概言
観・北海道の方言・東北地方の方言・宮城県の方言・新潟県の方
・鹿児島県の方言・沖縄県の方言・物類称呼・仙台言葉以呂波言
寄・仙台方言・方言達用抄・浜荻q山台)・常陸方言・尾張方言・
丹波通辞・浪花方言・新撰大阪詞大全・筑紫方言・浜荻(筑紫)・
菊池俗言考ほか)
佐藤喜代治編『国語学研究事典』明治書院
1 0
1 9 7 8 ( 昭 5 3 ) - 1 0  方 言 区 画 論 ・ 方 言 と 標 準 語
1 9 7 9  ( 昭 5 4 ) - 2
柴 田 武 ・ 徳 川 宗 賢 ・ 加 藤 正 信 編
『 日 本 の 言 語 学 6  方 言 』 大 悠 館 書 店
地 域 別 方 言 の 特 色 一 宮 城 方 言 , 山 形 方 言 一
平 山 塚 男 編 『 全 国 方 言 基 礎 語 輩 の 研 究 序 説 』 明 治 書 院
編 集 お よ び 解 説 執 筆 ( 物 類 称 呼 ・ 片 言 ・ 志 不 可 起 ・ 浜 荻 ・ 浪 花 聞 書 )
国 語 学 会 編 『 国 語 学 史 資 料 集 一 図 録 と 解 説 一 』 武 蔵 野 書 院
書 評 中 本 正 智 著 『 琉 球 方 言 音 韻 の 研 究 』
1 9 7 9 ( " 召 5 4 ) - 4
1 9 7 9  ( 昭 5 4 ) - 9
1 9 8 0  ( 昭 5 5 ) - 1
1 9 8 0  ( 昭 5 5 ) - 9
書 評
『 国 語 学 』  1 1 8
風 間 力 三 編 『 綴 字 逆 順 排 列 語 構 成 に よ る 大 言 海 分 類 語 粂 』
『 文 芸 研 究 』 9 3
1 9 8 0  ( 昭 5 5 ) - 9
編 集 船 よ び 解 説 執 筆
( 方 言 語 粂 学 的 研 究 ・ 方 言 史 ・ 方 言 誌 ・ 方 言 資 料 ・ 言 語 地 理 学 の
方 法 ・ 子 音 ・ 鼻 音 ・ 音 声 学 ほ 力 →
国 語 学 会 編 『 国 語 学 大 辞 典 』 東 京 堂 出 版
書 評 日 本 方 言 研 究 会 ・ 柴 田 武 編
『 日 本 方 言 の 語 粂 一 親 族 名 称 , そ の 他 一 』
1 9 8 1 ( 昭 5 6 ) - 2
1 9 8 1 ( 昭 5 6 ) - 3
『 国 語 学 』  1 2 2
宮 城 県 亘 理 郡 亘 理 町 荒 浜 ( 談 話 の 収 録 ・ 文 字 化 ・ 解 説 担 当 )
国 立 国 語 研 究 所 編 『 方 言 談 話 資 料 』 5  秀 英 出 版
あ い さ つ 船 国 め ぐ り ( 3 ) 仙 台 の 巻 一 お ぱ ん で が す ー
『 言 語 生 活 』  3 5 1
1 9 8 2 ( 昭 5 7 ) - 3
1 9 8 2 ( 昭 5 7 ) - 4
学 界 展 望 一 国 語 学 一
国 文 学 研 究 資 料 館 編 『 国 文 学 年 鑑 』 昭 和 郭 ( 1 9 8 の 年 版
至 文
1 9 8 3  ( 昭 5 8 ) - 1 1
解 説
方 言 ・ 方 言 研 究 史 ・ 方 言 資 料 ・ 方 言 調 査 の 沿 革 ・ 方 言 の 系 統 ・ 方 言
の 助 詞 ・ 鳥 獣 の 方 言 ・ 小 林 好 日 ・ 仙 台 方 言 音 韻 老 ・ 東 北 の 方 言 ほ か
河 北 新 報 社 編 『 宮 城 県 百 科 事 典 』 河 北 新 報 社
新 刊 自 己 紹 介 佐 藤 喜 代 治 編
『 講 座 日 本 語 の 語 粂 別 巻 語 粂 研 究 文 献 語 別 目 録 』
『 日 本 語 学 』  2 一 Ⅱ
堂
1983 (昭58)-12
1984(昭59)-1
方言形見出し「めんこい」
(執筆・補充・修正)
1984(昭59)-5
1984(昭59)-6
方言と共通語
木下順ゴ・松村明・柴田武監悠『改定中学国語』教育出版
書誌索引事例『語粂研究文献語別目録』の編纂(佐藤武義と共著)
『書誌索引展望』 8-2
1984 (昭59)-11
「しんどい」など約200項目の立項と解説
『広辞苑』(第3版)岩波書店
展望昭和57・謁年に兆ける国語学界の展望
一音韻(理論・現代)
宮城県多賀城市方言音(三井はるみと共著)
日本語方言音声のスペクトル分析資料集
(文部省科学研究費特定研究「言語の標準化」資料集)
暮らしことぱの辞典
(佐藤喜代治編,編者・遠藤好英・佐藤武義と共著)
1985 (昭60)ー]
1985(昭60)-12 方言と古典語
1988(昭63)-5
三愛新書
Ⅱ
1989 (平 1)-6
解説方言音・方言の敬語
金田一春彦・林大・柴田武編『日本語百科大事典』
大修館書店
資料各種漢字制限案および現「常用漢字」をめぐる諸事項一覧表
佐藤喜代治編『漢字講座』Ⅱ明治書院
1990 (平 2 )-1
『国語学』 137
南三陸地域方言の韻律分析
一気仙沼市方言における「ータ」「ーテ」型動詞変化形のフクセ
ソト・イソトネーシ,ソー(大西拓一郎と共著)
総括班編『「日本語音声」研究報告』 2
(文部省重点領域研究「日本語音声に船ける韻律的特徴の実態
とその數育に関する総合的研究」研究成果報告書)
イと工の区別
『教養講演集38人間と文化』
1990(平 2 )【7
1991(平 3 )-3
講談社
東日本の音声の調査・研究について
佐藤和之編『東日本の音声論文編a)』
(文部省重点領域研究「日本語音声における韻律的特徴の実態と
その教育に関する総合的研究」研究成果報告書)
『学士会会報』788
1 2
1 9 9 2 ( 平  4  ) - 3
1 9 9 4 ( 平 田 一 1 2
各 地 方 言 の 解 説 一 宮 城 県 方 言 ・ 山 形 県 方 言 一
平 山 煽 男 他 編 『 現 代 日 本 語 方 言 大 辞 典 』  1
東 北 地 方 の 方 言 と そ の 区 画
1 9 9 4 ( 平  6  ) - 1 2
1 9 9 5 ( 平  7  ) - 9
東 北 地 区 用 地 対 策 連 絡 会 『 東 北 用 対 連 』 5 1
札 幌 市 調 査 ( 科 学 研 究 費 ・ 重 点 領 域 研 究 ) に つ い て
『 北 海 道 方 言 研 究 会 2 0 周 年 記 念 論 文 集 こ と ぱ の 世 界 』
日 本 語 の ヒ ア リ ソ グ 仙 台 ー イ 音 の 工 音 化 と 無 型 フ ク セ ソ ト
『 月 刊 日 本 語 』  1 9 9 5 年 9 月 号
編 集 お よ び 解 説 執 筆 ( 漢 字 制 限 ・ 漢 字 廃 止 論 ・ 漢 字 節 減 ・ 半 濁 音 ・
各 種 漢 字 制 限 案 郭 よ び 現 「 常 用 漢 字 」 を め ぐ る 諸 事 項 一 覧 表 ほ か )
佐 藤 喜 代 治 他 編 『 漢 字 百 科 大 事 典 』 明 治 書 院
1 9 9 6 ( 平  8  ) - 1
明 治 書 院
